
















動部隊と位置づけられ 一三兵団であり、五〇年七月中旬に中朝国境に隣接する地域に集結するよう命令を受け、当初の兵団本体の三八、三九、四〇軍に四二 、六六軍等が加えられ、二六万人ほどの「東北辺境防衛軍」として編成され、一〇月一九日夜から陸続に鴨緑江を渡った。第二陣は本来、台湾攻略の準備にあたっていた第九兵団であり、九月初めに命令を受けて、兵団本体の二〇 二六 二七 に他軍か の四個師団が編入され、総兵力一五万余人となり、まず山東省に集結し、第 陣が入朝した後に東北地域に移り、一一月に入朝し 第二次戦役の東部戦線を担当 た。第三陣は、西北地域と西南地域にそれぞれ配置されていた第一九兵団（六三、六四、六五軍
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は、杜平の指摘からもうかがわれるが、これま もっぱら「恐米感情」 その理由を求められてきた。しかしここでは以上見たような将兵の間で広く存在す 「親米感情」も大きく作用し ことを指摘 た 。二、復員希望（結婚・農地）　
五〇年夏、多くの中国軍将兵の関心は、朝鮮戦争よりも平時に戻った現在の生活にあった。三八軍の江擁輝副軍







































を強く意識した である。出征将兵の留守家族の農作業に、村民による代行で支援する制度が採られていたが、実践においては必ずし 十分 行われた状態ではなかっ ようである。　
多くの将兵の出身地であった山東省の耕作代行の状況をみると、五〇年一〇月一七日付の新華社華東総支社の報





























































































部隊の一例は、それを裏付けている。五〇年六月初めの『東北日報』の報告によれば、東北地域の女性が、新しい婚姻法を誤解し、新た 嫁ぎ先を選んだ め、郷里に配偶者を残していた将兵の不安を引起した。 「第四野戦軍特種兵の砲兵第一師団第四七連隊第一大隊の、東北解放区 本籍を有する将兵 多くは、妻または婚約者から離婚または婚約辞退に関する手紙をもらった。これら 将兵は 日中戦争が終結した八・一五以後に入隊し 者で、留守家族と通信関係を保ってきた 投書 よれば、郷里の政府当局がこの件 適切に扱わず、現役将兵に多大な不安を与えた。 」同新聞の軍人読者からの投書がこの報告記 の情報源であった。　
婚姻法に対する誤解の一例として挙げられたのは、遼西省昌北県四区賀家村の婦人会主任の発言であり、婦人大


































































































































































等に囲ま た管理中心 生活 、戦争の技能のみで評価されてきた古参幹部にとって 面白くない」と感じたのも無理はなく、負担とすら じられたのではなかろうか。　
一市民となって都市部の社会生活に適応することに困難を感じた復員者は、曹だけではなかった。同年の夏ころ
























の報告によれば、古参幹部 うち、 「警戒感と緊張感が欠 ている者が少数ながらいる」一方、 「戦ってもいい。新幹部にとって一つの試練になる。ゲリラ戦にな ば、お前らの“給与制”どころではなくなるぞ」と語って、四九
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は同師団野砲連隊第二大 九二ミリ歩兵砲中隊 小 同じ沭陽県（の中農家庭（出身でもあった。日中戦争終結後の四六年六月に入隊し、通信員、兵士から 正副分隊長を経て、正副小隊長を務めた。四七年一〇月に入党し、党内においては支部委 を務めた。新興里の戦闘が終了した後、陳は連隊 朱参謀の指示を受けて傷病者を引率して新興里 向 、新興里大橋に到着した頃すでに夜が明けた。傷病者を橋下の空地に休憩させ、みずから 名の兵士を連れて朱参謀を探しに行き、そ 途中に万勝林 遇った。陳は 処分決定書によれば、 「傷病者を放置して」万とともに宿泊し、そもそも思想上 「右傾的であり、命が助かり い思 が強かったことから、政治上、動揺しはじめ」 、万から「戦争は残酷なものだ。逃げよう。こ ままでは、も ない」と持ちかけられ、脱走を決意
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せざるを得なかった。しかし作戦行動 と にした中隊や師団規模で同人の置かれた環境 みれば、その行動の意味をより深く理解することができよう。ちょうど八〇師団政治部の作成した五一年三月一日付で作成された『入朝作戦時の政治工作に関 総括』と題する報告書が残っており、それ 記載される資料を使って考察を試みたい。　
まず、第二次戦役終了後の将兵の精神状態である。報告書によれば、 「今回の入朝作戦は、空前の困苦艱難に直
































































































る海外派兵の決定を下した毛沢東に対す 批判が広く将兵の間 共有され、しかも自らの生命が最高権力者によって軽視されていることが政治将校 含めた将兵の間で意識されたことは読み取れる。　
八〇師団の将兵が直面したのは、近代的装備を有する米軍の脅威にとどまらなかった。温暖な長江以南地域 ら































































































「勇敢な幹部は少なからずいた」という前置きにつづき、 「個人主義的」で「抗米援朝の偉大な意義に対する十分な認識を欠き」 、 「右傾で命を惜しんで生を貪り、死を恐れた」幹部も少数ながらいたと批判した。そこに二二九、二三一と二三〇連隊の事案が挙げられた。　
まず前者連隊の第一大隊の事案からみていく。同大隊第一中隊長の楊徳瑞は、処分決定書によれば「戦闘に消極



































































































































明までに終わらされため、張が立ち寄った時点ではすでに余燼すら窯に残っていなかったのか、それとも用意されていた一日分の少量かつ粗末な食べ物をみて来る日も来る日も続いていた過酷な状態から将来への希望を全く感じなくなっ のかは、知 由もない。ただ、戦友の代わり未明ま 歩哨に立っていたこ から、自死せざるをえないほど強度 業務が強いられた中間管理職の悲哀と、最期を歩哨終了後 選んだことから、そ つよい責任感は、うかがわれる。終りに　
最後に、海外派兵される志願兵らにとって、鴨緑江を渡ることは何を意味したのかという問題について考えてみ















































もそれを軍事作戦上の「客観的な」視点で捉えたであろう。李と史の発言には、 「総括会」で行われたことから、どこか「よそ行き」の響きがする。少なく も、本文でみてきた脱走将兵、とりわけ出動前に脱走を試みたものの捕らえられて原隊に送還され 何崇のよう 兵士がどのような気持ちで川を渡ったのかという設問の答えは、それらの表現か は汲み取れない。　
この海外派兵で川をわたれば永遠に帰って来られないであろうと考えた将兵は多かった。志願軍司令官の彭徳懐










































































































































































































江擁輝『三十八軍在朝鮮』 前掲 一五 一七頁
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